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　今年の冬は例年になく寒い日が続きましたが、春はやってき
ました。公園や道路そばの花壇はいろいろな色の花たちが咲い
ています。そして木々は冬にしっかりとためた栄養で小さな芽
を出しています。春です、体を動かしリフレッシュしましょう。
　広島近辺の桜の名所は、
　・平和記念公園 ・比治山公園 ・神原のシダレザクラ ・比治山
　・造幣局広島支局 花のまわりみち ・広島市植物公園 ・福山城
　・音戸の瀬戸公園 ・バンブー・ジョイ・ハイランド ( 竹原市 )
　・筆影山山頂展望台 ( 三原市 ) ・御調八幡宮 ・千光寺公園
　・上野公園 ( 庄原市 ) ・尾関山公園 ( 三次市 ) ・錦帯橋など
　今年もいろいろ散策し、見て回ってください。

「原爆ドームと平和公園の桜」
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平成29年度下期中国地区印刷協議会開催
　中国地区協議会　中本俊之会長挨拶
　全印工連　臼田真人会長挨拶
　官公需における著作権の財産的価値について
　各委員会からの報告
第5回常任理事会 ・ 第6回拡大理事会開催
常設委員会開催

「環境推進工場登録」の講習会開催
「2018印刷産業夢メッセ」第1回三役会議開催
　開催告知ポスターの公募
福山支部だより
事務局だより
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中本俊之中地協会長挨拶要旨

　平成 29 年度下期中国地区印刷協議会が、２月 16 日
( 金 ) 午後２時 00 分よりリーガロイヤルホテル広島に
おいて、全印工連から、臼田真人会長、池田幸寛常務理
事、高橋秀明事務局次長、中国五県の各工組から理事長、
役員の総勢 49 名が出席し開催された。

会議次第
　・中国地区協議会　中本俊之会長挨拶
　・全印工連　臼田真人会長挨拶
　・高橋秀明事務局次長から全印工連の事業説明
　・谷口官公需対策協議会幹事から官公需における著作
　　権の財産的価値について説明

　今、平昌オリンピック開催中で大
変盛り上がっております。25 日まで
ありますから、しっかり楽しめれば
なと思っておりますし、広島カープ
も今日から１軍は沖縄入りで、ぜひ３連覇を目指して突
き進んでもらえればと願っておる次第です。
　三寒四温という季節には早いですけど、日経の平均株
価はもう三寒四温というか、乱高下も含めてではありま
すが、今日は 280 円上昇というような話を聞いており
ます。それに加えて、上場企業も 2018 年の３月期で
純利益が２期連続で過去最高を更新する見込みというよ
うな景気の良い話が入っております。まだまだ我々、こ
の業界についてはそこまでの景気の良い話はありません
が、確実に景気が上がっているのかなと期待はしたいと
ころです。
　昨年、夢メッセの基調講演で臼田会長から業界展望の
お話をしていただきました。その中に、いわゆる印刷業
界に限らず日本国内は物を売る時代ではなくなりました
ねと。そして我々のお客様の価値も中心が移動しました

ねと。今必要なことは、いろいろ売れない物を売るとい
うことではなくて、なかなか見出せないというのもあり
ますが、印刷の価値をさらに引き上げ、しっかりと自分
の仕事の足下を見据えてやっていかなければならないこ
となのかなと思っております。
　先週７日から３日間、池袋で page2018 が開催され
ました。３日間で 66,000 人の来場者数で、昨年より
少し来場者数が減ったということでしたが、盛況に開催
をされ、テーマが「アライアンス NEXT」ということで
した。そのアライアンスとは、ビジネスを意識した協力
ということと思いますし、それを活用してより新しいビ
ジネスを創出するというイメージのものであろうと思い
ます。そして、どのような目的で、どことアライアンス
を組むのか。このアライアンスは、経営判断において非
常に大切なものであると思っております。ぜひこの中国
地区協で、どこと組むのか、何を目的としてするのか、
そういった場に活用をしていただければなと思っており
ます。
　今回の中国地区協が皆さんにとりまして有意義な時間
になりますことを祈念申しあげまして、冒頭の挨拶とさ
せていただきます。ありがとうございました。

・議事
　平成 30 年度上期中国地区印刷協議会開催の件
　　６月 29 日（金）　山口県周南市で開催決定
　・分科会討議
　・分科会報告
　・閉会
　以上を午後５時 50
分に終了した。
　６時からは、細川副理事長の司会により懇親会を開催、
中本会長の乾杯で始まり、冬季オリンピックの話題等で
盛り上がり、最後は次期開催の藤田山口県工組理事長に
よる三本締めで幕を閉じた。

平成 29 年度 下期中国地区印刷協議会開催
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臼田真人全印工連会長挨拶要

　私は全印工連会長を拝命しまして
全国を回っておりますが、その地域、
地域によって、規模の違いもありま
すし、過去の歴史も、歴史背景もあ
ります。本当に、同じ印刷事業経営ではありながらも、
経営環境は大きく違う。ただ、今、皆様が肌で感じられ
ている通り、我々の経営環境というのは、益々スピード
を上げどんどん変わってきている。そういった時に、私
ども全印工連は、皆さんに共通して本当に有益な情報を
１つでも多く発信してまいりたい、そのように思ってお
ります。
　2008 年、全青協の議長時代に、アメリカの印刷組合
が組合員に、どういったサービスを提供しているのか勉
強のため、アメリカの印刷組合の会長と情報交換させて
いただきました。その時に、私の中ですごく印象に残っ
たのは、アメリカの印刷工業組合の事業の１番は、政治
活動だということです。これは、誰かを政治家にさせる
という話ではなく、業界を挙げて政治力を持ってしっか
りと経営基盤を充実させるということです。聞かされた
時に、ふとこの国を振り返ってみると、どこかの産業に
おいて政治の力を動かして行くという言葉、会話すらタ
ブーなような、そんなような空気がある。それまでは、
多分大きな力をまとめて何かこう政治家の力を使って、
我々の経営環境を革新的に飛躍させる。もしかしたら、
必要が無かった時代背景であったのかもしれません。
　ただ、そこまで伺い知ることができないので、これか
らを見た時に、冒頭申しあげた通り、これだけスピード
感をもって経営環境が変わる中、我々はやはり自助努力
だけではなかなか経営が難しい。ならば、いわゆる自助
努力の次に共助。まさに組合をご利用いただきたい。そ
してこの印刷組合そのもの自体は、同じ経営者、同業者
の集まりです。ですから、共助にもこれは限界があるわ
けです。自分たちの同じ産業の仲間だけでは、やれるこ
とは限られている。であるならば次は、公助です。公の
助け、ご支援をいただく。そういったこともありまして、
その 2008 年の時に、私もこの業界については、我々
の経営基盤をしっかりと安定させるためにも何らかの形
でその政策擁護、もっと言うならば税制面においても
しっかりと訴え、そして影響力を持つ、そういった組織
に変えてまいりたいという思いを発して、当時 2005
年 12 月に中小印刷産業振興議員連盟、自由民主党の先
生方にお集まりいただき、現在では衆議院議員の皆様
86 名、そして参議院の皆様 30 名、全てで 116 名の衆
参議員の先生方に、この私どもの中小印刷産業振興につ
いて多大なご支援をいただいております。
　そして、大きな出来事が昨年ありました。官公需取引
の改善、その中でも知的財産権の取り扱いについて、平
成 29 年度、これは中小企業者に対する国等のというの

は県も入ります、市も入ります、様々な自治体が発注す
るものに対する基本方針が、私たちの要望に準じた形で
閣議決定をいただくことになりました。いわゆる法律の
方はそのような形で整いました。あとはこれを、現実的
な商取引、まずもってはその官公需取引において、フェ
アでございます。皆さん、その法律に基づいて知的財産
権の取り扱い、これをしっかりと適正な形で今後運用し
ていただきたい、そのように思います。
　併せて、私ども常に様々な事業を現在推進させていま
す。経営革新マーケティング委員会は事業承継に関する
コンサルティングの窓口を設け、他にも、本当に多くの
事業をしています。ただ、それが組合員全国約 5,000
社にお届けしきれないもどかしさがあります。
　その中で、今ご用意したもの、それは、組合のメリッ
ト、見える化する仕組みです。組合に加盟していること
によって発生している、各社の経済的なメリットが、実
際にいくら発生しているのか。これを算出する仕組みを
作りました。これは、これから組合を、もしかしたら退
会されるであろう方、もしくは、新たに入りたい方への
説得材料として、非常に有効な重要ツールになると思い
ます。一方で、これはあくまでも数値の見える化という
のは、わかりやすく見えるための材料であり、本来、今
日ここにお集まりの皆様は、その数字的な問題だけでは
なく、組合のそもそもの基本的なものは連帯であるとい
うところで、人との出会いの中から得られる情報である
とか、関係性であるとかはもう、いらっしゃる方は十分
わかっておられる。ただ、我々が引き止めなければいけ
ないのは、なかなか会合に出て来られない組合員の皆さ
んだったり、もしくはこれから入っていただけそうな方
だったり、その方に、わかりやすく組合のメリットをお
伝えするためにも、そういった形で組合のメリットを経
済価値の数値化することによって説得材料のツールとし
て、それをご利用いただければと思っています。
　そのような形で、その時代背景に合わせて、またその
根拠ある材料も揃えながら、組合運営を今後とも益々組
合員の皆様の１社１社のお役に立てるような情報、こち
らの方を、各委員会の皆様と共に作ってまいりたい、そ
のように思っています。
　本当に皆様には、今後とも、全印工連事業に対しまし
てのご協力、そしてご理解をお願い申しあげます。



（4）　第 380 号 平成 30年 4月 1日い ん さ つ 広 島

今日の話のですが、国等の契約の基本方針に新たに加
わった内容のお話しをいたします。

まず、官公需の施策体系ですが、国の法律的には２つ
あります。中小企業基本法と官公需についての中小企業
者の受注の確保に関する法律、短く官公需法と言います
が、この２つの法律によって官公需の施策がなされてお
ります。国は今年度この官公需法に基づいて、毎年度、
中小企業者に関する国等の契約の基本方針を閣議決定い
たします。今年度については、７月 25 日に閣議決定を
いたしました。また、地方公共団体はどうかというと、
国の施策に準じて中小企業者の受注の機会を確保するた
めに必要な施策を講ずるように努めなければならない。
このように官公需法の第８条で語られております。

ということで、どう変わったかは、中小企業者に関す
る国等の契約の基本方針。新たに講ずる措置というのが
加わりました。「知的財産権の取り扱いの明記」という
項目の中に、「国等は、物件及び役務の発注に当たって
は、発注内容に著作権等の知的財産権が含まれる場合に
は、当該知的財産権の取り扱いについて書面をもって明

確にするよう努めるものとする」。ここまでは今まであ
りましたが、加わったのは、「また、知的財産権の財産
的価値について十分に留意した契約内容とするよう努め
るものとする」。たったこれだけです。それで何で画期
的かは、正直言ってこれだけ見た時には、まあ喜びも半
分だなと。ちょっと半分がっかりしたような思いでした
が、ただし、官公需契約の手引で解説が付け加えてあり
ます。これは毎年手引というのが作られますが、この中
にこれの詳しい解説がございます。これを基に経産省は
啓発チラシを作成いたしました。( 注．ネットで〝経済
産業省　官公需における印刷発注ではチラシ〟で取得可)
　裏と表の A4 のカラー刷りのものですが、もう少し詳
しく言いますと、官公需における印刷発注の問題で、著
作権は財産的価値を持つものであり、「無償で譲渡」は
契約書から削除するように。財産的価値を持っているも
の。著作権の譲渡が必要な場合には、利用の目的や範囲
を明確にすると。目的と範囲を明確にする。３つ目に、
調達目的の達成のために、著作権の権利譲渡が必要かど
うかを検討する。本当に必要ですか。４番目ですが、納
品物の電子化データ、中間生成物の所有権についても著
作権と同様に、譲渡の必要性を検討の上、納品が必要な
場合には、仕様書に明記して財産的価値に配慮する。こ
ういう解説がチラシで解説してあります。それで、この
基本方針に準じた措置の実施を要請した文書を全国の都
道府県知事及び全市町村宛に要請文書が発行されており
ます。これが、今回どう変わったかという話です。

( 講演は 30 分ありましたが、変更部分だけ掲載しました )

官公需における著作権の
財産的価値について
　　　　　　全日本印刷工業組合連合会
　　　　　　官公需対策協議会幹事
　　　　　　(島根県印刷工業組合　理事長)　

　　　　　　　　　谷 口 博 則 氏

【全印工連事業説明】

　全印工連の高橋事務局次長から、「①
今年度の印刷業経営動向実態調査を開
始、② CSR 認定の募集、③共創ネッ
トワーク通信の配信拡大、④「知らな
かったでは済まされない／労働法と労働基準法改正案セ
ミナー」のご案内、⑤大きく変わる知的財産権の取り扱

いセミナー」のご案内、⑥事業承継ガイドブックの製作、
⑦組合員の異動状況、⑧技能検定「製版職種 DTP 作業」
の受検について、⑨未来会計図表の活用、⑩第 11 回
MUD コンペティションの応募結果、⑪クラウドバック
アップサービス事業の普及拡大、⑫価格転嫁依頼文書の
活用、⑬ 29 年度の地域別特定の最低賃金、⑭組合事業
の見える化一覧表の活用、などの概況説明があった。

（旧会社名：メディアコンフォート株式会社）

 www.iwatsu.co.jp

　九州支店 印刷営業担当 〒812-0023　福岡市博多区博多駅東 2-9-25

　　 　　　　　　（アバンダント８４ビル）

ＴＥＬ.092-481-4114　ＦＡＸ.092-481-4225

本社　第一営業部　　　〒168-8501　　東京都杉並区久我山 1-7-41

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ.03-5370-5476　ＦＡＸ.03-5370-5494

【中国地区印刷協議会からの報告】
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【各委員会からの報告】

　午後３時 20 分から理事長会及び各分科会が各会場に
分かれ、当面の諸課題等について討議が行われた。
　再び全体会議が招集され各分科会の討議内容が各委員
長から報告された。

【経営革新マーケティング委員会】
　細川俊介委員長（広島）から「①事
業承継支援事業の周知と課題、②共創
ネットワーク通信の配信拡大と活用、
③勝ち残り合宿ゼミの開催」などの意
見交換内容について報告。

【環境労務委員会】
　中川隆委員長（広島）から「①環境
マネジメントシステムの認証・認定制
度の普及推進、②グリーンプリンティ
ング認定制度、③環境推進工場登録制
度、 ④ 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム
ISO14001 取得支援事業、⑤オフセット印刷工場用
VOC 警報機の販売、⑥「知らなかったでは済まされな
い／労働法と労働基準法改正案」セミナーの開催、⑦平
成 28 年度地域別最低賃金の改定などの意見交換内容に
ついて報告。

【組織共済委員会】
　竹田圭佐委員長（山口）から「①共
済加入促進キャンペーンの推進、②生
命共済の更新処理、③平成 30 年度の
共催キャンペーン工組 ( 鳥取県・島根
県 )」、④組合員加入の促進についてなどの意見交換内
容について報告。

【教育研修委員会】
　西尾源治郎委員長（岡山）から「①
印刷営業講座・印刷営業士認定試験の
開催、②全印工連特別ライセンスプロ
グラムの随時募集、③総合求人サイト「イーアイデム」
組合員向け特別プランの周知、④技能検定製版職種
DTP 作業者増に向けた取り組みについてなどの意見交
換内容について報告。

【ダイバーシティ推進委員会】
　吉岡ゆかり委員（広島）から「①企
業のダイバーシティ・マネジメント推
進への道筋、②働きがいのある職場づ
くりの推進③機関誌「日本の印刷」の製作・発行などの
現状報告
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「第5回常任理事会・第6回拡大理事会」開催

【「環境推進工場登録」の講習会開催】

常設委員会開催
各委員の 43 名の仲間が一堂に会し語り合い！

　２月 27 日 ( 火 ) 午後１時 30 分から、広島ガーデンパ
レスにおいて常任理事会を、理事長、副理事長、常任理事
６名の出席で開催し、午後２時 50 分から拡大理事会を理
事、監事 20 名が加わり 26 名が出席して行われた。
　はじめに、中本理事長から ｢今日は、先日の中地協を受
けての委員会もこの後開催されます。長丁場となりますが、
皆さんのご協力をよろしくお願いします。さて、今年の夢
メッセは初めてこの会場の２階での開催となります。先程
第１回の委員会を開催して今年のテーマを決めました。(次
頁に ) また、13 年も回を重ねるといろいろと問題点は出
てきます。会場が変わる時期を捉えて見直しを図るように
考えています。例えばフロアーが広いのでセミナー終了直
後先生との座学をそのフロアーで行うとか等やり方も少し

　３月５日 ( 月 ) 午前 10 時～午後５時まで広島印刷会
館会議室に於いて、環境推進工場登録の講習会を東京工
組より講師を招き、７社 13 名の受講者で開催された。
　( 一社 ) 日本印刷産業連合会のグリーンプリンティン
グ認定（ＧＰ認定）は、環境に配慮した印刷の総合認定
として環境経営への大きなステップとなります。「環境

　平成 29 度下期中国地区印刷協議会 ( ２月 16 日広島
市開催 ) を受けて、本年度第２回目の委員会報告が２月
27 日 ( 火 )16 時から広島ガーデンパレスにおいて５委
員会に総勢 43 名が参加して開催された。
　会議終了後、一堂が懇親会の場に集まり、細川副理事
長の司会により中本理事長の挨拶と乾杯で始まり、終始
和やかなにムードで２時間はあっという間に過ぎた。
　最後は小下常任理事の“三本締め”で締めくくった。

　この委員会は、支部内だけでなく支部外の人達と交流を図ることを目的とし、全員が何処かの委員会に所属する。その
実現の場が地区協議会の後にその報告を兼ねた委員会として当初発足。所属支部間を越えた組合員同志が、意見を交わし
親睦を図り、交友を増やし信頼を増す場であり、この厳しい経済情勢の中どのようにして乗り切るか、また、お互いの業
態変革は如何にしているかなど、相互啓発を目的としたもので、まさに組合の原点である。また、各支部会でこの委員会
模様を報告することとなっているが、近年この委員会への出席者が少なく、各委員会の出席者の人数が凸凹している。
　よって、各支部から各委員の代表者に参加いただき、事後各支部へ持ち帰り報告し情報の共有化を図っていただきたい。
　一方通行の報告会でなく分科会を充実し、相互の意見交換の場でなくてはならないものです。

変更します。組合運営上なくてはならない事業です。皆さ
んのご協力があっての夢メッセですのでよろしくお願いし
ます」との開催の挨拶があった。
議題

（1）平成 29 年度下期中国地区印刷協議会報告について
（2）2018 印刷産業夢メッセ開催ついて
　　出展のご案内・ポスター募集

（3）30 年度の行事予定（案）について
（4）その他

推進工場登録」は「ＧＰ認定」取得の前段階として、環
境対応が一定レベルに達した企業に「環境推進工場登録
証」を発行し、環境活動を支援するもの。講習は６時間
で、修了試験があり合格すると「修了証」が個人に付与
され、それが申請の要件となる。今後、環境推進工場登
録委員会で登録可否を判定することとなり、登録企業に
は「登録証」・「ロゴマークステッカー」が付与され、ロ
ゴマークは自社のパンフレットや名刺等に表示できる。

経営革新マーケティング

環境労務

組織共済

ダイバーシティ

教育研修
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【2018 印刷産業夢メッセ第 1 回三役会議開催】
10月26日（金）・27日（土）開催　テーマは「印刷の価値を共有しあって人づくり」

第 14 回 2018 印刷産業夢メッセ開催告知ポスターの公募

〜　応募要項　〜

　2018 印刷産業夢メッセ第１回三役会を２月 27 日（火）
に、12 時 00 分から広島ガーデンパレスに於いて、県工
組、中国印刷機材協議会役員 16 名が出席し開催された。
　中本実行委員長から「今年はこの２階の会場で行いま
す。昨年の今ごろから毎月三役会を重ねて参りました。
検討した結果少し内容を変えることとします。座学の方
法、チケットの販売方法等です。それには皆さんのお知
恵を借りし良いものにしたいと思っております。今日は

第１回目の三役会です。テーマも新しく決め、皆さんと
一緒に協議し進めていきますのでご協力をお願いしま
す。」と挨拶があり、会議に入った。

【議題】「2018 印刷産業夢メッセ」
　(1) 開催内容等について
　　　【10 月 26・27 日（金・土）開催】
　(2) テーマ選定について 
　(3) 基調講演講師選定について
　　　　１日目：全印工連会長　
　　　　２日目：各自が次回までに選定し報告
　(4) 出展・広告依頼について
　　　　３月上旬に郵送
　(5) 開催告知ポスターの公募について
　(6) スケジュール（案）について
　(7) その他

１．応募資格：広島県印刷工業組合員及び印刷関連　
　　団体並びに大学・専門学校に在籍の学生各位
２．作品：Ａ２サイズで原寸をプリントアウトしお送
　　りください。なお、応募された作品は返却しません。
　　入賞作品の著作権は組合に帰属するものとします。
３．使用色：片面４色 ( デザインにより１色や２色、４    
　　色も可 )
４．記入必須項目

　　① 名称：第 14 回 2018 印刷産業夢メッセ
　　② 会期：10 月 26 日（金）、27 日（土）
　　③ テーマ：刷の価値を共有しあって人づくり
　　　(先月配布したポスター公募では、〝し合って〟と漢字に
　　　　しておりました。ひらがなに修正をお願いします ) 

　　④ 会場：広島ガーデンパレス　
　　　 〒 732-0052 広島市東区光町一丁目 15-21
　　　 Tel.082-262-1122  Fax.082-262-5270
　　⑤ 主催：広島県印刷工業組合
　　　　　　　中国印刷機材協議会
　　⑥ 主管：2018 印刷産業夢メッセ実行委員会
　　⑦ 協賛：広島県洋紙商連合会、広島県製本工
　　　　　　　業組合、中国グラフィックコミュニ
　　　　　　　ケーションズ工業組合、日本グラ
　　　　　　　フィックサービス工業会広島県支部、
　　　　　　　中国地区印刷協議会
　　⑧ 『夢』のロゴ：右下の 11 項目参照

５．使用素材：自由
６．応募作品：自作で未発表のオリジナル作品に限る
７．応募方法：事務局宛に必要事項を記入の上、郵送
　　記入事項は、 ①応募者氏名 ②社名・学校名
　　③連絡先 ④作品テーマ（制作意図） ⑤使用ＯＳ
　　⑥制作ソフト（バージョン記入） ⑦使用書体名
　　注．④の制作意図は、作成にあたっての思い、考
　　え方を 200 字程度で記入のこと
８．応募締切：平成 30 年５月 24 日（木）　“必着”
９． 賞 ：グランプリ 　１点（商品券５万円）、
　　　　　準グランプリ ２点（商品券各２万円）、
　　　　　佳　作 　　　数点（商品券各 3 千円）　
　　発表：審査結果は、入賞者宛通知いたします。　
　　　　　なお、グランプリ、準グランプリの方は 27
　　　　　日の情報交換会会場で表彰式を行う予定で
　　　　　す。　
１０．その他：採用ポスターについては後日データの
　　　提出をお願いいたします。
１１．『夢』のロゴ

注．ロゴのデータは下記の組
合にありますので、必要な方
はメールで送付します。ご連
絡は下記メールアドレスでお
願いします。

広島県印刷工業組合内　広島市西区南観音一丁目 1 ー 22
TEL：082-293-0906　FAX：082-293-0954　Mail: h.inkumi@estate.ocn.ne.jp お 問 い 合 せ
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株式会社広島県農協印刷所
社長 小林 琢志様 （享年77歳）は去る３月６日逝去されました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

訃　報

◎ 組合のうごき

2018印刷産業夢メッセ第２回三役会
第6回常任理事会、第7回拡大理事会

2018印刷産業夢メッセ第3回三役会

「環境推進工場登録」の講習会開催〃

産業戦略デザイン室会議5日

３
　
月

４
　
月

福山支部勉強会13日

経営革新マーケティング委員会16日

28日

東　京

印刷会館

福　山

組合会計監査13日 印刷会館

「環境推進工場登録」について4日

25日

印刷会館取締役会
27日

印刷会館

印刷会館

印刷会館

常任役員会、理事会、情報交流会 東　京

福　岡

第６回全印工連常任役員会23日 東　京

印刷会館

事務局だより

　３月 13 日（火）に福山支部価値組委員会の３月（第
180 回）例会を開催しました。今回は、特別に広島か
ら中本理事長 ･ 中川副理事長 ･ 西村事務局長にお越し
頂きご参加頂きました。
　3 月例会のタイトルは『2018 業態変革 実践！ワイ
ガヤ会 』。まずは県工組の委員会報告を頂く中で、我々
をとりまく現状をひしひしと実感させられ、参加者の
皆さんのココロの体温がだんだんと上がっていく。そ
んな風に感じました。
　フリートーク＆質問タイムも、例会のタイトルどお
りのワイワイガヤガヤ、そしてケンケンガクガクの熱
い時間になりました。喧々諤々といってもお互いに敬
意を表してのトークなのでトゲはない。（耳の痛い話は
いっぱいありましたが（苦笑））。こんな風に喧々諤々

【福山支部３月例会】

2018業態変革 実践！ワイガヤ会
できる仲間がいるって事がありがたいなって思える時
間でした。
　そして嬉しかったのが「福山（支部）のこの雰囲気
がとっても素敵で大好きです」と理事長に言ってもら
えたこと。「当たり前に」思っていることでも、周りか
ら見ると案外すごいことなのかもしれないけれど、姿
勢を正して当たり前のレベルを少しずつ上げていけた
らいいなって思った 3 月例会でした。　　　　　（浅田）

県工組通常総会開催のご案内

　次のとおり、通常総会を開催しますので万
障お繰り合わせのうえご出席ください。

▼広島県印刷工業組合 平成30年度通常総会
　日時　５月 18 日 ( 金 )　午後４時 30 分
　場所　リーガロイヤルホテル広島

　総会終了後、午後６時から同ホテルで広島
県印刷工業組合主催の懇親会を行います。


